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　人事労務管理は社員の雇用や働き方だけでなく、経営にも直結する重要な仕事ですが、制度に慣れてい
ない人には聞き慣れないような専門用語や、概念的でわかりにくい内容がたくさんあります。そこで本連
載では、人事部門に初めて配属になった方はもちろん、ある程度経験を積んだ方も、担当者なら押さえて
おきたい人事労務関連の基本知識や用語についてわかりやすく解説します。
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第49回

今
回
は
、
裁
量
労
働
制
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

２
０
２
４（
令
和
６
）年
４
月
１
日
施
行
で
、
裁
量
労
働

制
に
関
す
る
厚
生
労
働
省
令・大
臣
告
示
の
改
正
が
あ
っ

た
た
め
、
そ
の
内
容
も
含
め
て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

定
め
ら
れ
た
時
間
働
い
た
と

〝
み
な
す
〞
制
度

裁
量
労
働
制
と
は
、
業
務
遂
行
の
手
段
や
時
間
配
分

な
ど
を
大
幅
に
労
働
者
の
裁
量
に
委
ね
る
制
度
で
す
。

「
裁
量
」と
は
一
般
的
に
は
本
人
の
考
え
や
判
断
に
よ

り
実
行
に
移
す
こ
と
を
さ
し
ま
す
。

こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ
る
と
、
実
際
に
働
い
た
時
間

に
か
か
わ
ら
ず
、
会
社
と
労
働
者
間
で
定
め
た
時
間
分

を
働
い
た
と
み
な
す（
実
際
に
あ
っ
た
も
の
と
し
て
扱
う
）

こ
と
に
な
り
ま
す
。
企
業
が
定
め
る
就
業
時
間
で
あ
る

所
定
労
働
時
間
が
８
時
間
の
場
合
、
７
時
間
し
か
働
か

な
い
と
き
は
欠
勤
扱
い
に
な
り
１
時
間
分
の
賃
金
は
減

少
、
９
時
間
働
い
た
場
合
は
時
間
外
労
働
と
な
り
１
時

間
分
の
時
間
外
手
当
を
支
給
と
い
う
の
が
基
本
的
な
労

働
時
間
と
賃
金
の
考
え
方
で
す
。
一
方
、
裁
量
労
働
制
の

場
合
、
１
日
８
時
間
働
い
た
と
す
る
み
な
し
時
間
を
定

め
る
と
、
７
時
間
働
い
て
も
９
時
間
働
い
て
も
支
払
わ

れ
る
賃
金
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
の
が
原
則
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
裁
量
労
働
制
は
み
な
し
労
働
時
間

制
の
一
部
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
み
な
し
労
働

時
間
制
に
該
当
す
る
も
の
に
事
業
場
外
み
な
し
労
働
時

間
制
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
労
働
時
間
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
事
業
場
外
で
の
業
務
に
従
事
し
た
場
合

に
労
働
時
間
の
「
算
定
」が
困
難
な
際
に
働
い
た
と
み

な
す
制
度
な
の
で
、「
裁
量
」に
よ
る
時
間
配
分
に
よ
り

働
い
た
と
み
な
す
裁
量
労
働
制
と
は
別
物
で
す
。

裁
量
労
働
制
の
対
象
業
務

裁
量
労
働
制
を
適
用
す
る
に
は
、「
専
門
業
務
型
裁

量
労
働
制
」（
以
下
、「
専
門
型
」）ま
た
は
「
企
画
業
務

型
裁
量
労
働
制
」（
以
下
、「
企
画
型
」）の
い
ず
れ
か
の

条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
専
門
型
か
企

画
型
か
は
、
対
象
と
な
る
業
務
の
違
い
で
す
。
ま
ず
は

専
門
型
で
す
が
、
高
度
な
専
門
性
を
必
要
と
す
る
業
務

の
性
質
上
、
業
務
遂
行
に
お
い
て
本
人
の
大
幅
な
裁
量

が
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
20
の
対
象
業
務
が
厚
生
労
働
省

令
お
よ
び
大
臣
告
示
に
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
図

表
）。
な
お
、
図
表
の
13「
い
わ
ゆ
る
Ｍ
＆
Ａ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
業
務
」に
つ
い
て
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
令
和

６
年
施
行
の
法
改
正
に
よ
り
追
加
さ
れ
た
業
務
で
す
。

次
に
企
画
型
で
す
が
、
具
体
的
な
業
務
指
定
は
な
く
、

「
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
業
務
」、「
企

画
、
立
案
、
調
査
お
よ
び
分
析
の
業
務
」、「
業
務
遂
行

の
方
法
を
大
幅
に
労
働
者
の
裁
量
に
委
ね
る
必
要
が
あ

る
業
務
」、「
業
務
遂
行
の
手
段
お
よ
び
時
間
配
分
に
つ

い
て
、
使
用
者
が
具
体
的
な
指
示
を
し
な
い
業
務
」で

「裁量労働制」
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今
回
は
、
裁
量
労
働
制
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

２
０
２
４（
令
和
６
）年
４
月
１
日
施
行
で
、
裁
量
労
働

制
に
関
す
る
厚
生
労
働
省
令・大
臣
告
示
の
改
正
が
あ
っ

た
た
め
、
そ
の
内
容
も
含
め
て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

定
め
ら
れ
た
時
間
働
い
た
と

〝
み
な
す
〞
制
度

裁
量
労
働
制
と
は
、
業
務
遂
行
の
手
段
や
時
間
配
分

な
ど
を
大
幅
に
労
働
者
の
裁
量
に
委
ね
る
制
度
で
す
。

「
裁
量
」と
は
一
般
的
に
は
本
人
の
考
え
や
判
断
に
よ

り
実
行
に
移
す
こ
と
を
さ
し
ま
す
。

こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ
る
と
、
実
際
に
働
い
た
時
間

に
か
か
わ
ら
ず
、
会
社
と
労
働
者
間
で
定
め
た
時
間
分

を
働
い
た
と
み
な
す（
実
際
に
あ
っ
た
も
の
と
し
て
扱
う
）

こ
と
に
な
り
ま
す
。
企
業
が
定
め
る
就
業
時
間
で
あ
る

所
定
労
働
時
間
が
８
時
間
の
場
合
、
７
時
間
し
か
働
か

な
い
と
き
は
欠
勤
扱
い
に
な
り
１
時
間
分
の
賃
金
は
減

少
、
９
時
間
働
い
た
場
合
は
時
間
外
労
働
と
な
り
１
時

間
分
の
時
間
外
手
当
を
支
給
と
い
う
の
が
基
本
的
な
労

働
時
間
と
賃
金
の
考
え
方
で
す
。
一
方
、
裁
量
労
働
制
の

場
合
、
１
日
８
時
間
働
い
た
と
す
る
み
な
し
時
間
を
定

め
る
と
、
７
時
間
働
い
て
も
９
時
間
働
い
て
も
支
払
わ

れ
る
賃
金
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
の
が
原
則
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
裁
量
労
働
制
は
み
な
し
労
働
時
間

制
の
一
部
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
み
な
し
労
働

時
間
制
に
該
当
す
る
も
の
に
事
業
場
外
み
な
し
労
働
時

あ
る
こ
と
の
す
べ
て
を
満
た
し
た
業
務
が
対
象
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
見
、
対
象
範
囲
が
広
そ
う
に
み
え
ま
す

が
、
実
際
に
は
こ
れ
ら
の
す
べ
て
を
満
た
す
業
務
は
か

な
り
制
限
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

制
度
を
遂
行
す
る
と
き
に
注
意
す
べ
き
点

手
続
き
面
で
も
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
専
門
型
の
場
合
に
は
、
労
使
協
定
※１
に

て
次
の
①
〜
⑩
を
定
め
、
労
働
基
準
監
督
署
へ
届
け
出

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
①
制
度
の

対
象
業
務
」、「
②
み
な
し
労
働
時

間
」、「
③
業
務
遂
行
の
手
段
や
時

間
配
分
に
関
し
、
使
用
者
が
適
用

労
働
者
に
具
体
的
な
指
示
を
し
な

い
こ
と
」、「
④
適
用
労
働
者
の
労

働
時
間
の
状
況
に
応
じ
て
実
施
す

る
健
康
・
福
祉
確
保
措
置
の
具
体

的
内
容
」、「
⑤
適
用
労
働
者
か
ら

の
苦
情
処
理
の
た
め
に
実
施
す
る

措
置
の
具
体
的
内
容
」、「
⑥
制
度

の
適
用
に
あ
た
っ
て
労
働
者
本
人

の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
」、「
⑦
制
度
の
適
用
に
労
働

者
が
同
意
を
し
な
か
っ
た
場
合
に

不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら

な
い
こ
と
」、「
⑧
制
度
の
適
用
に
関
す
る
同
意
の
撤
回

の
手
続
」、「
⑨
労
使
協
定
の
有
効
期
間
」、「
⑩
労
働
時

間
の
状
況
等
※２
や
、
同
意
お
よ
び
同
意
の
撤
回
の
労
働

者
ご
と
の
記
録
を
協
定
の
有
効
期
間
中
お
よ
び
そ
の
期

間
満
了
後
３
年
間
保
存
す
る
こ
と
」
で
す
。
傍
線
部
分

が
２
０
２
４
年
改
正
で
の
追
加
事
項
で
あ
り
、
労
使
協

定
の
内
容
や
制
度
の
概
要
、
適
用
さ
れ
る
賃
金
・
評
価

制
度
の
内
容
、
同
意
を
し
な
か
っ
た
場
合
の
配
置
お
よ

び
処
遇
な
ど
を
説
明
の
う
え
、
本
人
の
同
意
を
得
る
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。

企
画
型
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
誌
面
の
都
合
に

よ
り
割
愛
し
ま
す
が
、
よ
り
厳
し
い
条
件
と
な
っ
て

い
ま
す
※3
。

裁
量
労
働
制
の
適
用
状
況

そ
れ
で
は
、
最
後
に
裁
量
労
働
制
の
適
用
状
況
に
つ

い
て
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
令

和
５
年
就
労
条
件
総
合
調
査
の
概
況
を
み
る
と
、
み
な

し
労
働
時
間
制
を
採
用
し
て
い
る
企
業
が
14
・
３
％
、

う
ち
専
門
型
は
２
・
１
％
、企
画
型
は
０
・
４
％
と
い

う
状
況
で
す
。
10
年
前（
２
０
１
４
年
）の
同
調
査
の

み
な
し
労
働
時
間
制
を
採
用
し
て
い
る
企
業
13・３
％
、

う
ち
専
門
型
は
３
・
１
％
、企
画
型
は
０
・
８
％
と
比

べ
て
も
適
用
状
況
は
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

裁
量
労
働
制
は
、
適
切
に
運
用
す
れ
ば
、
近
年
の
柔

軟
な
働
き
方
を
推
進
す
る
有
効
な
手
段
で
す
。
２
０
２

４
年
の
法
改
正
を
機
に
、
よ
り
適
切
な
運
用
が
で
き
る

よ
う
に
本
稿
で
紹
介
し
た
冊
子
※3
や
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。ま
た
、

裁
量
労
働
制
に
つ
い
て
す
で
に
労
使
協
定
を
結
ん
で
い

る
場
合
で
も
、
法
改
正
に
従
っ
て
、
追
加
事
項
を
含
め

て
あ
ら
た
め
て
協
定
を
結
び
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
対
応
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

＊　
＊　
＊　
＊

次
回
は
、「
副
業・兼
業
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

※１　労使協定……事業主と過半数労働組合、または労働者の過半数代表者間で労働条件について定めた書面
※２　労働時間の状況等……正しくは「労働時間の状況、健康・福祉確保措置の実施状況、苦情処理措置の実施状況」
※３　 厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署が発行している『専門業務型裁量労働制の解説』、『企画業務型裁量労働制の解説』に

対象業務や手続き、規程・協定書・説明書・同意書例などが詳しく記載されている

出典：『専門業務型裁量労働制について』厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署

図表　 

※太字部分は令和６年４月１日から追加される業務です。
１  新商品若しくは新技術の研究開発又は人文科学若しくは自然科学に関する研究の業務
 ２  情報処理システム（電子計算機を使用して行う情報処理を目的として複数の要素が組み
合わされた体系であってプログラムの設計の基本となるものをいう。７において同じ。）
の分析又は設計の業務

 ３  新聞若しくは出版の事業における記事の取材若しくは編集の業務又は放送法（昭和25
年法律第132号）第２条第28号に規定する放送番組（以下「放送番組」という。）の
制作のための取材若しくは編集の業務

 ４  衣服、室内装飾、工業製品、広告等の新たなデザインの考案の業務
 ５  放送番組、映画等の制作の事業におけるプロデューサー又はディレクターの業務
 ６  広告、宣伝等における商品等の内容、特長等に係る文章の案の考案の業務（いわゆるコ
ピーライターの業務）

 ７  事業運営において情報処理システムを活用するための問題点の把握又はそれを活用する
ための方法に関する考案若しくは助言の業務（いわゆるシステムコンサルタントの業務）

 ８  建築物内における照明器具、家具等の配置に関する考案、表現又は助言の業務（いわゆ
るインテリアコーディネーターの業務）

 ９  ゲーム用ソフトウェアの創作の業務
10  有価証券市場における相場等の動向又は有価証券の価値等の分析、評価又はこれに基
づく投資に関する助言の業務（いわゆる証券アナリストの業務）

11  金融工学等の知識を用いて行う金融商品の開発の業務
12  学校教育法（昭和22年法律第26号）に規定する大学における教授研究の業務（主と
して研究に従事するものに限る。）

13  銀行又は証券会社における顧客の合併及び買収に関する調査又は分析及びこれに基づ
く合併及び買収に関する考案及び助言の業務（いわゆるM&Aアドバイザーの業務）

14 公認会計士の業務
15 弁護士の業務
16  建築士（一級建築士、二級建築士及び木造建築士）の業務
17 不動産鑑定士の業務
18 弁理士の業務
19 税理士の業務
20 中小企業診断士の業務

A　専門業務型裁量労働制の対象となる業務は、次に掲げる業務です


